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【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 澱 粉 を 含 ん で な る 澱 粉 を 基 剤 と す る 錠 剤 崩 壊 剤 組 成 物 で あ っ て 、 前 記 澱 粉 は 2％ よ り 少
な い 冷 水 可 溶 性 物 質 、 少 な く と も 2の 膨 潤 比 、 0.8よ り 大 き い 塩 膨 潤 比 、 50℃ に お け る 水 の
添 加 に よ り 消 失 す る 複 屈 折 お よ び そ れ が 由 来 す る 天 然 澱 粉 の 平 均 粒 度 以 下 の 平 均 粒 度 を 有
す る こ と を 特 徴 と す る 澱 粉 性 錠 剤 崩 壊 剤 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 85℃ に お い て 2％ よ り 少 な い 熱 水 可 溶 性 物 質 、 少 な く と も 2の 膨 潤 比 、 0.8よ り 大 き い 塩
膨 潤 比 、 50℃ に お け る 水 の 添 加 に よ り 消 失 す る 複 屈 折 お よ び そ れ が 由 来 す る 天 然 澱 粉 の 平
均 粒 度 以 下 の 平 均 粒 度 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 澱 粉 。
【 請 求 項 ３ 】
　 2％ よ り 少 な い 冷 水 可 溶 性 物 質 、 少 な く と も 2の 膨 潤 比 、 0.8よ り 大 き い 塩 膨 潤 比 、 50℃
に お け る 水 の 添 加 に よ り 消 失 す る 複 屈 折 、 お よ び そ れ が 由 来 す る 天 然 澱 粉 の 平 均 粒 度 以 下
の 平 均 粒 度 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 阻 害 さ れ 、 化 学 的 に 変 性 さ れ た 澱 粉 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 1～ 3 に 記 載 の 澱 粉 を 含 ん で な る 錠 剤 。
【 請 求 項 ５ 】
　 崩 壊 剤 が 請 求 項 1～ 3 に 記 載 の 澱 粉 か ら 本 質 的 に 成 る 、 崩 壊 剤 を 含 ん で な る 錠
剤 。
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